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第４章　寺院の用途転換に関する提案

　本章では、第３章での長岡地域の寺院に関する考察から、寺院建
築の用途転換を提案した。

　寺院建築を用途転換する目的としては、景観を継承していくことの
意味を挙げた。そして、従来の文化財としての建造物保存ではなく、社
会的に地域の景観を保存していく仕組みをつくる方法のひとつとして、
寺院建築の用途転換がどのような役割を果たすかを述べた。

　また、用途転換後の利用方法や維持管理方法についてを検討し、「
日替わり公共サービス」との連携を提案した。

　さらに、上記の議論をふまえて、寺院建築の用途転換のモデルケー
スを提案した。長岡地域にある寺院を取り上げ、平面計画、構造計画、
利用形態の提案などを行った。
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4.1　寺院の用途転換

　a. 寺院とその景観を継承することの意味
　今後，寺院の数が減っていくという予測は、第2章、第３章で確認された。しかし同時に、
都市景観の中で寺院が担保してきた価値や、施設としての寺院の遍在性もまた明らかになっ
た。そこで、使われなくなった寺院を、景観的に残すべき部分は残し、必要に応じて改修・改
築を施した上で、新たな用途へと再活用していくことを提案する。

　第３章で明らかになったように、長岡地域では寺院は大概の地域に１つないし２つ存在す
る。また、だいたい200〜300㎡の空間と、それを取り囲む境内空間を有している。これらの
空間を地域に開放し、必要に応じた用途に転換して利用する。例えば、簡単な医療サービス
が受けられる施設や、地域コミュニティのための食堂などに用途転用することで、地域に暮ら
す交通弱者の生活の質を向上させることができるだろう。

　従来は、文化的価値を認められた建築物や景観のみが、選定された後に公的補助などを
受けて保存されてきた。しかし、生活環境自体を受け継いでいくことや、どこにでもあるような
風景を、社会的に継承していくような仕組み、考え方は、まだ発展途上である。特に、「地域の
生活環境の保全」「地域共通の価値観」などの観点から景観を整備することは、都市の再開
発や再編成の際に同時に考えねばならないことである。

　寺院のある風景は、古く長く親しまれてきたものである。また、周囲の街並や自然環境と関
わって、その土地独特の景観をつくりだしてきた。寺院のある景観を残すということは、その土
地が作り上げてきた空間文化を引き継ぐということでもある。つまり、寺院の用途転用は、歴
史や文化、生活の断絶を最小限に、都市を再編していく手法と言える。

　廃寺になった寺院はもちろんのこと、檀家の減少による経営難の寺院や、寺の統廃合によ
り滅多に使われなくなる寺院などが、用途転換の対象である。その際、宗教法人が連携して
整備し新たなサービスとして地域に開放していくか、公的機関や民間が買い取って新たな事
業の拠点とするか、といった維持管理の方法が考えられる。
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寺院の将来—シナリオ予想図

　下の図は、寺院が将来たどるシナリオを予想したものである。人口減少と少子高齢化によ
り、檀家数が減少すると、寺院は経営難を迎えることになる。その段階では、現状の経営を続
けていくことの出来る寺院、他業種を兼業することで経営を成立させる寺院、そして一人の住
職がいくつかの寺院を経営していく兼務の形態をとることが、考えられる。寺院の統廃合が行
われた結果、現状を維持する寺院、兼務によって成立す寺院の他に、公益サービスを新たに
展開する寺院と、廃寺となって引き取られた後に用途転換される寺院の登場が予想される。
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　b. 日替わり公共サービスとの連携
　本研究室では、郊外地域や中山間地域に対する「日替わり公共サービス」の提案を行って
いる。これは、郊外地域や中山間地域に、日替わりで医療や簡易郵便、商店などの生活に必
要なサービスを提供する仕組みである。日替わり公共サービスを行うために、各地域に拠点
をつくり、それらを必要機能を積んだトラックが巡回する。必要サービスは、どこの拠点でも
簡単に展開され、かつ移動が可能なように、トラックに積載できるユニットの中に組み込む。

　この提案の背景には、郊外地域や中山間地域では過疎化により地域内の公共サービスが
維持できなくなる、といった傾向がある。また、人口減少に伴い、廃校になった学校や閉店し
た商店、檀家が減り住職もいない寺、ほとんど使われることのない集会施設など、使われなく
なった施設が増えていく。そうした一方で人口減少や環境配慮に基づいて都市のコンパクト
化政策が進むと、既に過疎化した地域は、将来の非市街地として位置づけられ、高齢者や社
会的弱者が取り残されてしまう可能性が懸念される。そうなれば、郊外や中山間地域は自動
車がなければ陸の孤島になってしまい、しかし自動車を保有できない、運転できない、あるい
は運転が危険な高齢者が多く生活するという矛盾を抱え込むことになる。

　このような地域の生活の質を維持するために、必要なサービスを低廉な費用で提供する
方法が、日替わり公共サービスである。毎日必要とはしないが無くては困る公共サービスを、
自動車で必要機器と係員を運び、空いた建築の空間を利用して行なう。同種の悩みを抱える
集落や中心部とサービスを共有することで運営のコストを下げ、より広い範囲の住民の生活
の質を維持することが期待されている。 

日替わり公共サービスのイメージ
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　c. 地域全体計画
　長岡地域の寺院が、立地によって３つ—市街地・郊外地域・山中に分類されることは、３章
で述べた。寺院の用途転用の際、地域全体ではどのような計画とするのかを、立地から予測
する。

　まず、市街地に立地するタイプの寺院は、一年を通して頻繁な利用が想定される。前述の
日替わり公共サービスの拠点として使用される。その他、地域の会合やイベントへの会場貸
し出し、音楽練習場所、碁会所、喫茶店、など、近隣コミュニティーの中で必要とされている
機能を提供するなどが考えられる。市街地では、道路に消雪パイプが整備されていることが
多く、積雪時もアクセスが可能である。

　郊外地域に立地する寺院は、その地域のコミュニティーの要としての役割を果して来た場
合が多い。また、近隣に檀家が多く居住していることも一つの特徴である。３章でみたように、
各集落の施設分布をみると、病院の分布が少なく、また商店も種類や数は中心部に比べると
少ないことがわかっている。そこで、日替わり公共サービスでそれらの機能を代替し、寺院は
その拠点として利用されることを想定する。また、改修・改築時に構造補強を施せば、地域の
防災拠点となる。

　山の中に立地する寺院は、上記の寺院らに比べるとアクセスの面で不利である。特に、冬
の積雪時には、利用できない可能性が高い。そこで、これらの寺院は春から秋までの期間限
定の施設とする。この立地の寺院は、桜の名所であったり、近くに史跡があったり、山の散歩
道や運動施設などの近隣であったりすることが多い。そこで、日替わり公共サービスよりは、
レジャー施設として、近隣スポットと連携しての利用形態が想定される。森林公園のレストハ
ウス、宿泊施設、アウトドアスポット、などである。
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立地による用途転換後の利用形態
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　4.2　寺院の用途転換—提案
　ケーススタディーとして、長岡市乙吉町の曹洞宗寺院について、用途転換の提案を行う。

　寺院の概要
　名称：龍穏院
　所在地：長岡市乙吉町3316

　長岡地域の東部、乙吉町の山中に立地する寺院である。建立は1447年、源義家公の若宮
供養のため、真言宗寺院として建てられた。その後に禅宗寺院に転向し、鬼児島弥太郎の命
によって現在の場所に建てられた。（建立や歴史の詳細はp.72のヒアリング参照）

　現在の本堂は、1745年に建てられたものである。当時の大工は三仏生の細貝新八、新保
村甚五右衛門である。その後、昭和11年、35年に本堂の一部が改修され、平成元年には屋
根が瓦葺きから銅板葺きへと変更され、基礎の補強が行われた。2004年の新潟県中越地
震の際には、本堂の柱が折れる、参道の石段が崩壊する、などの被害があった。

　昭和57年から59年にかけての「新潟県近世社寺建築緊急調査」では、一次調査から三
次調査まで行われた結果、長岡地域において近世社寺建築の特色をよく表しているとの評
価を受けている。
　
　平面は8間の方丈形式で、西向きである。桁行63.55尺、梁間45.35尺の入母屋造であ
る。かつては方丈、室中には二階部分があったため、現在でも天井が高い。大間前の大縁に
は、八角柱が３本立っている。また大縁上部には雲形の装飾の支えがついている。
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現在の本堂、庫裏、平面図

現在の本堂、庫裏、立面図
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立地

　乙吉町のはずれに位置している。山
の中ということもあってアクセスは容易
とは言いがたい。長岡中心部からは、
車で15分程度の距離である。乙吉町
までのバスは、本数は少ない。檀家数
は100軒ほどで、年間寺院を訪れる人
の数はそう多くはない。しかし乙吉運
動広場が隣接しており（元々は当該寺
院の敷地であった）、また付近に乙吉
城跡などがあるため、近隣エリアを訪
れる人は多いと思われる。

敷地周辺　航空写真

①乙吉運動広場 野球場

②山門 ③鬼児島弥
太郎の墓碑

④本堂 ⑤参道から本堂をみる ⑥石段を登る
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　設計コンセプト
　1． 寺院本堂の外観や景観的特徴を損なわないようなデザイン
　2． 耐震補強を兼ねた構造とする
　3． 本堂内に日替わり公共サービス等、多目的利用のスペースを設ける
　4.  用途転換に伴う動線を計画

　平面計画
　本堂と庫裏の渡り廊下部分を改築。２つの建物をス
ロープでつなぐ横動線と、運動場と境内をつなぐ縦動
線を通す。屋根をかけただけの、軒下空間は搬入搬出
や送迎の車を止めることが出来、雨や雪の時でも使え
る外部空間である。

　また、本堂前の階段周りには階段席を設置し、本堂
から本堂前の庭まで一体となって使えるようにする。散
歩やスポーツに来た人が休憩出来、庭でのアクティビテ
ィ（BBQ、花火、犬の散歩、etc.）も行うことが出来る。

　本堂内部は、基本的に意匠変更は行わない。内陣と位牌段はそのまま保存し、大間の一部
とともに仏間としても使えるようにしておく。室中、広間部分は板張りとし、日替わり公共サー
ビスのユニットが展開する等、多目的空間とする。仏間と多目的空間は仕切りを取り払うこと
で一つの空間として使用することも可能である。
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　構造計画
　軸組木構造の本堂に対し、外側から鉄骨フレームによる補強を行う。三角形のフレームを
駆体の横架材と接続し、外側から軸組を固定する。また、既存の軸組に足りない荷重耐力を
外部の鉄骨フレームで負担する。

既存本堂ー軸組木構造 軸組木構造＋鉄骨フレームによる補強

　寺院の特徴的な外観を損なわないことと、大屋根の下に収まるデザインとして、三角形のフ
レーム、及びK型ブレースを採用する。ブレースに沿って壁と開口を設け、縁側のような外部
空間とする。

三角形のフレームで、外部から構
造を補強する

フレームに沿って壁と開口を設ける
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　寺院の用途転換の設計を行うにあた
っての、構造補強の検討過程について
説明する。

　右の図1から3は、文化財保護事業で
採用されている、鉄骨のフレームによる
補強である。250角程度の鉄骨柱を土
台から小屋組まで通し、小屋の中で桁や
梁をおさえ、建物全体の変形を防ぐ方法
である。既存建造物と異なる大きさの部
材を用い、それが軸組からずれた線上に
配置されることで、構造補強と共に既存
建築と新規補強部分の対比を明確にし
ている。既存部分には手を加えず、新し
い部分はオリジナルな部分と区別をする
という、文化財保護のオーセンシティ—
にのっとった方法である。

　この方法を龍穏院のケースに応用し
た結果、図3のように、内部空間に余計
な構造物が挿入されることで、本堂の大
空間を生かすことが難しくなると判断し
た。

　そこで、内部の構造及び天井仕上げ
や装飾、仏具などを保存し、外部には新
たな構造体を設置して構造補強を行う
ことにした。その際、屋根や小屋組との
取り合いと、外観に対して最小限の変化
であることを目的に検討を重ね、三角形
のフレームを採用した。

図1．鉄骨フレームによる補強案

図2．鉄骨フレームによる補強案ー断面図

図3．鉄骨フレームによる補強案
ー模型内観

図4．最終案ー三角形フ
レームによる補強

図５．補強部分の形状のスタディ
左：三角形フレーム　　　　　　　右：小屋型フレーム
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配置計画
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平面図　１：２５０
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断面図　１：２５０
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断面図　１：２５０
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断面イメージ
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立面イメージ
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配置図　
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4.3　まとめ

　人口減少や環境配慮から、これからは都市のコンパクト化政策が進められていくが、その
際に歴史的な断続なく地域環境が継承されていくためには、地域独自の景観の保存が、そ
の対策のひとつとして考えられる。そこで、従来の文化的な建造物保存の概念ではなく、用途
を転換して建物を使い続けることで周囲の環境を含め継承していく手法が有効であると考え
る。特に、寺院とその周辺環境は、景観的に重要であり、また広く親しまれてきたことは、既述
のとおりである。

　寺院の用途転換を行うにあたっての財源や維持管理の仕組みは、宗教法人主体か、自治
体や民間主体かという２つのケースを想定したが、これは寺院がどのような存続シナリオを
たどるかによる。廃寺となるケースが出てきた場合には、建物と敷地を引き取り、整備し、維持
管理する団体が必要となる。この場合、宗教機能は失われているので、市や県が主体となっ
て、公共施設の一部として整備することは可能である。もうひとつのケースは、宗教法人が主
体となる場合である。これは、布教活動の他に、公益サービスを展開し、寺院の存続に新た
な活路を見出すという、現代寺院のもつ課題に対する回答を兼ねており、現在の寺院の活動
や、寺院関係者のヒアリングなどと合わせて考えると、こちらのケースがより実現可能性が高
い。

　日替わり公共サービスとの連携は、過疎化が進む郊外地域では、特に重要である。従来の
移動販売型店舗は、主に道ばたにトラックが停車し、そこに仮説店舗が展開するという形で
あり、天候の善し悪しに左右されることや狭い店舗面積を考えると、空間の質は高いもので
はない。そこで、寺院の本堂を移動型サービスの拠点として使用することで、仮説店舗であっ
ても、広い空間で快適に各種サービスを受けることが出来る。

　最後に長岡地域の寺院のひとつをモデルケースとして、用途転換の具体的な提案を行っ
た。その際に何を保存し、どこに手を加えるのかという点については、文化財保護的観点では
なく、景観保存及び用途転用の観点から判断を行った。特に、構造部分に関しては、外観に
対して最小限の変更でありながら、補強を兼ねる案を検討した。また、雪が降ることも多いた
め、天候に左右されずに使用できる屋外空間をつくることも、設計のポイントであった。結果
としては、本堂と庫裏の間に通り抜けのできる庇空間をつくったが、長岡地域の寺院の伽藍
配置は全体的に本堂と庫裏をつなぐ渡り廊下を有していることが多いため、この構成は基本
型として展開できるものである。近隣スポットとの連携等の利用形態に関しては、各ケースに
対して個別に検討すべき点であった。
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第５章　結論

5.1　寺院の用途転換—可能性と課題

　現代社会において、宗教心や寺檀関係の希薄化が進んでいること、そして寺院はその現状
を打開する具体的な打開策を立てられてはいないことが明らかになった。しかし、現代人の
寺に対する関心自体が薄れているわけではなく、無縁死などの社会問題から公益事業まで、
寺院が担うことを期待されている機能は多いこともわかった。また、過去には寺院が都市の
様々な機能を担っていたことや、娯楽や経済活動を通じて庶民の生活に密接に結びついて
いたことが、現在の幾つかの寺院での都市に対する取り組みに引き継がれている。

　宗教的には、その存在意義を問われる一方で、景観としての寺院に対する評価は、時代や
年齢に関わらず高いものであった。特に、ランドマークとしての大屋根、都市環境にも貢献し
ている境内林、そして街並の中で特異な奥性は、それぞれがその地固有の風景と関係しなが
ら独自の景観をつくりだしている。

　仏教寺院の抱える諸問題と、宗教や葬祭に関する社会問題に対する方策として、そして景
観的価値を継承していくという点において、寺院建築を用途転換して周辺環境とともに残し
ていくという提案は、検討の価値があると言える。

　長岡地域の寺院の分析からは、寺院が都市の中で余剰ストックとなり得る面積、施設数、
遍在性をもつことが明らかになり、一方で、病院や商店などの生活必需施設の分布に偏りが
見られた。そこで、寺院建築を用途転換後、日替わり公共サービスとの連携によって、地域に
足りない機能を代替することで、各地域の生活の質を向上させることも可能である。

　都市のコンパクト化政策が進む中で、寺院の用途転換は、その土地の空間文化を継承して
いくという点においても、意味のある手法である。

　今後の課題としては、誰が主体となって取り組むか、維持管理や経費をどうするか、といっ
た実務的な面での具体的計画をたてることが、挙げられる。また、寺院の規模や立地条件、
檀家数など、各寺院によって条件が異なるので、用途転換後の利用形態に関しても、それぞ
れのケースを個別に検討していく必要がある。
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